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報道機関各位 

武庫川女子大学は 2027 年度から 

全学部で共学化することを決定しました。 

■新大学名 武庫川大学（2027 年 4月名称変更予定） 

 

■共学化する学部と時期 2027 年 4月から全 13 学部 21 学科 

文学部（日本語日本文学科、歴史文化学科、英語グローバル学科）、教育学部（教育学科）、

心理・社会福祉学部（心理学科、社会福祉学科）、健康・スポーツ科学部（健康・スポーツ科

学科、スポーツマネジメント学科）、生活環境学部（生活環境学科）、社会情報学部（社会情報

学科）、食物栄養科学部（食物栄養学科、食創造科学科）、建築学部（建築学科、景観建築

学科）、音楽学部（演奏学科、応用音楽学科）、薬学部（薬学科、健康生命薬科学科）、環境

共生学部（環境共生学科）、看護学部（看護学科）、経営学部（経営学科） 

 

■共学化テーマ 「ダイバーシティと研究力で旋風を起こす大学」 

 

■附属中学校・高等学校は 女子校を維持 

 

現在の大学１、２年生および本学に進学を決めている附属高校３年生が大学を卒業するまでは実

質的に女子大学としての環境を維持できるよう最大限配慮します。 

学校法人武庫川学院は令和 9年度（2027 年度）から武庫川女子大学の全 13学部 21学科を

男女共学とすることを、7月 28 日の理事会で決定いたしました。 

令和 9年度より校名を「武庫川大学」と変更し、性別にかかわらず開かれた大学として社会に

貢献すべく、進化を目指します。武庫川女子大学で培った教育・研究の成果と女子大学として

の実績は武庫川大学に継承してまいります。 



■皆学化 （共学化）の趣旨 

 

学校法人武庫川学院は教育者公江喜市郎によって 1939 年（昭和 14 年）に創設されました。その

10 年後、1949 年（昭和 24 年）に開学した大学は時代のニーズに応じて学びのフィールドを広げ、

13学部 21学科、大学院8研究科 14専攻に至る日本最大の女子大学に発展しました。附属保育

園、附属幼稚園、附属中学校・高等学校を擁する女子総合学園の中心を担っています。 

 

本学が今、皆学化（共学化）する趣旨は以下のとおりです。 

１、 開学した 1949 年（(昭和 24 年)当時、2％程度だった女性の大学進学率はいまや 50％を超え

ました。「女性に高等教育の機会を提供する」という本学としての所期の目的は達成されたと

受け止めています。 

２、 本学はジェンダーや多様性への理解促進、キャリア形成について特色ある教育を推進してき

ました。しかし、日本はいまだジェンダーギャップ指数で世界 118 位（148 か国中）※に低迷し、

男女格差は解消していません。本学の教育をすべての人に広げ、ジェンダーバイアスに縛ら

れない価値意識を醸成することが、真の男女共同参画社会につながると考えます。すなわち

女子大学の進化です。 

※2025 年世界経済フォーラム調べ  

３、 日本の少子化は国の想定より 15 年早いペースで進んでおり、大学間競争は激化の一途を

たどっています。とりわけ多様化社会の進行に伴い、女子高校生の女子大離れは顕著で、

女子大学はいっそう厳しい未来が予想されます。 

４、 総合大学としての多彩な学問分野を持つ本学には、様々な人からの「学びたい」ニーズがあ

ります。こうした声に応え、性別、国籍、年齢の枠を超えて学びを開くことは総合大学としての

責務であり、分断や対立を遠ざけて、平和を希求する立学の精神にも合致します。 

５、 日本の国際競争力を再浮上させるには、研究力を高め、イノベーションを起こすことが必須

です。多様な価値観が融合し、多様な人が協働するダイバーシティは新たな価値を創出し、

大学の高度化、ひいては日本社会の活性化につながるでしょう。ダイバーシティと研究力で

社会に旋風を起こします。 

 

こうした趣旨から私たちは、激変する社会、多様化する世界で学生が自分らしく一生を描ききる力

を得るために、必ずや寄与するものと考え、皆学化（共学化）を決定しました。 

共学を超えたポジティブな「皆学」を目指します。 

  



■共学化で生かせる強み 

 

・女子大学として培ったきめ細かな教育 

・社会とつながる実践的学び 

・人材育成方針「MUKOGAWA COMPASS」が表す教育力（資料あり） 

・オリジナルのジェンダー教育「ＭＵＫＯＪＯ未来教育プログラムＳＯＡＲ」 

・科研費※の採択金額、件数ともに全国私立大学の上位 10数％に位置する研究力 

 ※学術研究の発展を目的とする競争的研究費である科学研究費助成事業 

・神戸にも大阪にも近く、利便性の高い駅近キャンパス 

・アメリカに分校を持つ希少性 

・昭和初期の名建築・旧甲子園ホテル（現甲子園会館）を学舎として活用する上甲子園キャン

パス  

・卒業論文等（卒業研究・卒業演奏・卒業演習）が全学生必修 

ほか 

 

【お問い合わせ】 

 

本件に関するお問い合わせ、電話・メールでのお申込みは 

武庫川女子大学広報室 

TEL  0798-45-3533 

E-mail kohos@mukogawa-u.ac.jp までお願いいたします。 
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